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要求定義の道具としてユースケースが用いられるようになってきた．ユースケースは自然言語で記
述されるため，理解が容易な反面，開発者にとっては，定義自体が煩雑な作業の繰り返しとなってい
る．特にビジネス系システムのユースケースでは，同様の系列を持ったユースケースが多数定義され
る傾向にあり，生産性と品質を向上させるために，明確な構造を決定する指針が必要となってきた．
本稿では，ユースケースの構造を検討した後，ビジネス系システム用の定型的なユースケースに対し
て枠組みを与え，それをユースケースフレームワークとして定義する．ユースケースフレームワーク
を適用することによって，アプリケーションユースケースの構造を統一できただけでなく，記述する
際に考慮すべき事項を明示的に示すことができるようになった．

は じ め に

オブジェクト指向システムの要求定義ではユース
ケースやユースケース図が用いられる．ユースケー
スとは，システムとシステム外部のアクターとの
相互作用を時系列で記述する仕様記述形式であり，

の開発方法論で提案された．また，ユー
スケースはオブジェクト抽出，設計，テストケース
など，すべての後工程の情報源でもある ．その記
述には自然言語が用いられるため，ユーザが要求を
確認するのも容易だといわれている ．
実際に記述されたユースケースを調査してみる

と，多くのユースケースで基本系列の流れや代替系
列に重複を発見することができる．ユースケースの
記述の重複は，後で読み直し，同じ記述を発見して
部分ユースケースにまとめ，関係するユースケース
を書き直すといった作業を繰り返して解消するが，
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このような作業には多くの労力が必要である．
我々は，ユースケースの記述の重複を解消させ

るために，アクターとシステムとの間の相互作用，
処理対象やインタフェースをユースケースの構成要
素として抽出し，ユースケースの構造化を進め，定
型的なユースケースの記述の枠組みを与える研究を
行った．この枠組みをユースケースフレームワーク
と呼ぶ．アプリケーションシステムに固有なユース
ケースは，ユースケースフレームワークに対して個
別の情報を差分として定義する．こうして定義され
るユースケースをアプリケーションユースケースと
名付ける．
本研究は，要求抽出により多くの時間を割けるよ

うな環境を整備することであるが，そのためには，
まず，ユースケースの記述自体を統一させるような
枠組みが必要である．枠組みがあることによって，
ユースケースの記述の生産性が向上し，レビューの
効率も向上させることができるようになる．このよ
うな環境が提供されれば，これまでよりも多くの時
間を要求抽出の時間に当てることができるようにな
るだろう．本稿では，ユースケースの記述の枠組み
を紹介し，その有効性について議論を行う．



本稿は，以下の構成になっている．次の第 節で，
によるユースケースの定義を示し，これ

までに提案されたユースケースの構造を紹介する．
第 節でユースケースの構造を，重複情報の削除と
いう観点から再検討し，ユースケースフレームワー
クを提示する．第 節では，情報処理学会ソフト
ウェア工学研究会の要求工学ワーキンググループに
よって採用されている共通問題「プログラム委員長
業務 」に対して，ユースケースフレームワークを
適用し，その有効性を検証する．

ユースケースとは

定 義

にもユースケースとユースケース図が定義
されているが，その厳密な書き方を規定しているわ
けではない． の意味論によると，ユースケー
スは， 状態機械や事前条件・事後条件などの振る
舞いを記述する技術を用いて，アクティビティ図
の操作を自然言語によって記述したものである と
定義されている ．このようなユースケースには，
様々な分類がある．
たとえば， は，ユースケースを次のよ

うに分類した ．
抽象ユースケース 複数のユースケース間での共通

部分を記述するためにだけ意味を持つユース
ケース．

具象ユースケース 実際にインスタンス（シナリ
オ）を持つユースケース．

これらのユースケースの間には次の関係があり，
では，逐次新しい関係の提案がなされている．

拡張関係 ひとつのユースケースの記述が他のユー
スケースにどのように組み込まれ，拡張され
るのかを定義した関係．

利用関係 あるユースケースが他のユースケースに
よって利用されるという関係．たとえば，ユー
スケースのインスタンスが具象ユースケース
の記述にしたがって動作し，ある時点から抽
象ユースケースの記述にしたがって動作を継
続することを表す．

ユースケース図には，これらの要素と要素間の関
係を視覚的に表現することができる．ユースケース
図は，要求の全体像を俯瞰するには便利であるが，
要求抽出を行う道具には適さない．

主なユースケースの構造

以下に，これまでに提案された主なユースケー
スの構造を紹介する．

基本的な構造

のユースケースは次の要素によって構
成されている ．

名前
アクター
事前条件
基本系列
代替系列
事後条件

系列の記述に関する提案

は，基本系列と代替系列に，プライマ
リ，セカンダリ，オプショナルという開発の優先順
位付けを行った ．このような分類は，
と によるユースケースでも採用されてい
る ．
系列の優先順位付けを行うという発想から，基

本系列に判断による条件分岐を定義するか否かにも
賛否が議論がある． と は，ユー
ザのわかりやすさを優先すべきであるとの立場から
は条件分岐や繰り返しの記述を避けることを推奨
しており，基本系列が開発の最優先の要求であると
している．しかし，特に分岐が発生する個所で，ど
ちらも同じように発生する可能性がある場合には，
分岐の記述を基本系列に許可している ．
開発の優先順位やわかりやすさという立場があ

る一方， のユースケーステンプレートの
ように，基本系列に条件分岐と繰り返しの構文を明
示的に導入した例もある ．

が提案したユースケーステンプレー
ト の特徴は，責任駆動型のオブジェクト指向方法
論を基本系列の記述に取り入れた点にある．システ
ムがプライマリアクターに対して果たさなければ
ならない責任はシステムのゴールとして設定され，
システムからセカンダリアクターに対してメッセー
ジを送って果たされる．また，系列の各項目には，
＜時間要素，判断＞＜アクター＞＜動作＞＜制約＞
を明記する．例えば，次のように記述する．
＜論文投稿の締め切り日が過ぎてから＞
＜プログラム委員長は＞
＜担当委員を決める．＞
＜担当委員は１論文につき３名で，．．．＞

さらに， は，オブジェクトや操作の多
様性を明記する多様性項目を追加し，ユースケース
の数の爆発を防止する方法も提案した ．

代替系列の記述に関する提案

吉田らのユースケースは，以下の構造を採用し



ている ．
ユースケースの名前と管理用
概要
アクター
前提条件
処理
例外事項
後条件

例外事項には，代替系列の記述の指針として，入
力の誤り，入力データ間の矛盾，オブジェクトの属
性値自体の問題，属性値間の矛盾，入力データと属
性値間の矛盾に起因する事項を挙げている．
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従来のユースケース記述

の基本的な構造に基づいてユースケー
スを記述した例を示す．

システム名 プログラム委員長業務
ユースケース名 プログラム委員登録ユースケース
ゴール プログラム委員を登録する
事前条件 アクターがプログラム委員を登録するた
めに必要な情報を得ている
事後条件 プログラム委員が登録済みとなる
基本系列
アクターはシステムにプログラム委員を登録す

る旨を通知する．
システムはアクターにプログラム委員を登録す

るための情報を要求する．
アクターはシステムにプログラム委員の登録に

必要な情報を渡す．
システムは渡されたデータが正当である条件を

満たし，かつ既に同じデータが登録されていないこ
とを確認し，プログラム委員を登録する．
プログラム委員登録に必要な情報とその情報の制約
は以下のとおりである．プログラム委員名（文字列），
所属（文字列），役職（文字列） ，連絡先（文字列），
専門分野（文字列），関係国（文字列） はオプショ
ン ．ただし，関係国はすでに登録されている国名と
する．また，重複して同じ人を登録しない．データ
の同一性は，名前と連絡先によって判断する．
代替系列

アクターが登録希望を取りやめたときは，プ
ログラム委員の登録を中止し，副作用を残さ
ない
基本系列 において，正当なデータと判定
できなかった場合は次のことを行う．

システムはデータが不当である理由
を明らかにし，システムはアクター
にデータの不当個所と不当理由を通
知する．
基本系列 を繰り返す．

基本系列 において，登録しようとしたプ
ログラム委員が既に登録済みとなっている場
合は次のことを行う．

システムは，アクターに登録希望さ
れたプログラム委員が登録済みとなっ
ていることを通知する．

基本系列 を繰り返す．

このようなユースケースには，代替系列と基本系
列との間の関係が明示されているが，ユースケース
の構造として，両者の関係を管理する構造はない．
また，ここに示した記述は，最初から記述するか，
ソースレベルの切り貼りによって生成される．
明確な構造を持たないユースケースが持つ問題

点をまとめると以下のようになる．
代替系列に，基本系列に対応する代替系列と
ユースケース全体にかかる代替系列とが混在
する．基本系列の項目番号に変更があると，そ
れに伴って代替系列に対応する基本系列の項
目番号を修正しなければならない．
系列を構成する項目の粒度が不明確である．た
とえば，代替系列で指定された繰り返しの単
位から，基本系列 はひとつの項目として
記述されるべきであるが，システムの動作単
位で項目が記述されている．記述者の判断に
よって様々な粒度のユースケースが定義され
ることによって，レビューが煩雑となる．
要求に関するすべての事項がユースケースだ
けで参照できるわけではなく，最終的なテス
トケースを生成する材料としては不完全であ
る．たとえば，利用者インターフェースの定義
は後の開発工程で決定されるが，このユース
ケースを参照しただけでは，インタフェース
が決定されているのか，まだ決定されていな
いのかがわからない．定義されているとして
も，どこに定義されているのかがわからない．
ユースケース間で共有される情報の一貫性を
保つのが困難である．ここで定義したプログ
ラム委員のデータ項目は，このユースケース
の中に埋没しており，他のユースケースから参
照するには手作業に頼るしかない．たとえば，
このデータ項目がどのユースケースから参照
されるかを管理するのは困難であり，データ
項目の一貫性を保持するのも困難である．

これらの問題を解決するために，ユースケース
の構造を解析する．

ユースケースの構造

記述の重複部分が発生する要因として，以下の
事項を考えることができる．

同様の目的を達成するために記述されたユー
スケースにおいて，同様の事前条件，事後条
件が定義される傾向がある．
アクターとシステムとの相互作用は，同様の



目的であれば，同様の順番で定義される傾向
がある．
特定の基本系列項目に対して，同様の代替系
列が定義される傾向がある．
特定の処理に対しては同様の利用者インタフェ
ースが開発される傾向がある．
複数のユースケースの処理対象が同じオブジェ
クトである場合，オブジェクトに関する記述
が繰り返し説明される傾向がある．

特にビジネス系のシステムでは，データ登録／削
除／更新／検索といった処理に関する要求が多い．
そのため，ユースケースの記述にも重複が多く発生
しやすいと考えられる．
我々は，複数のユースケースに現れる記述の重複

を減らすという視点から，ユースケースの構造を検
討する．ユースケースの重複を解消する作業はユー
スケース記述者（ ）が行わなけ
ればならない と言われているが，定型的なユース
ケースであれば，その記述の枠組みを提供するこ
とによって，重複する記述を枠組みの中に定義でき
る．個々のユースケースの差分は， が提
案した多様性項目として後から付加すればよい．
枠組みの構造は，例えば基本系列に対しては，処

理対象の関連データ項目，例外事象と代替系列の組
み，利用者インタフェースを構成要素として与える
ことができる．以下にユースケースの構造を提案
する．

システム名
ユースケース種別
ユースケース名
アクター
目的
事前条件
正常終了における事後条件
例外終了における事後条件
ユースケース起動動作
ユースケース全体にかかる代替系列
基本系列
基本系列 動作説明
基本系列 動作説明

基本系列 動作説明

ユースケース名以降の各項目では，具体的なユー
スケース固有の情報をユースケースの多様性項目と
して定義する．基本系列では，以下の多様性項目を
考えることができる．

利用者インタフェース，オブジェクト構造と制
約，システムの動作制約，他の基本系列で予
め定義するように指示された多様性項目など．
代替系列（基本系列番号 代替系列番号） 代
替系列が起動するための例外事象

ユースケース種別には，ユースケースが記述の
枠組みとして使用した枠組み名を定義する．正常終
了時と例外終了時に成立するユースケースの事後条
件が異なる場合もあるため，事後条件を正常終了に
おける事後条件と例外終了における事後条件の二種
類に分けた ．代替系列は基本系列を構成する項目
と同じ項目を持つ．また，代替系列には，基本系列
の項目に関連し，基本系列の記述の中に定義される
ものと，ユースケース全体にかかるものとがある．

ユースケースフレームワーク

ユースケースフレームワークとは，アクターと
システムとの定型的な相互作用の流れ，例外事象と
例外時の相互作用の流れ，処理対象のデータ項目，
利用者インタフェースを構成要素として構造化した
ユースケースである．これに対してアプリケーショ
ンユースケースとは，個々のアプリケーションに固
有の情報をユースケースフレームワークに与えて定
義されたユースケースである．
先に提示したユースケースの構造に準拠して登

録ユースケースフレームワークを記述した例を以下
に示す．ゴチック文字で書かれた部分がアプリケー
ションユースケースで具体化する多様性項目であ
る．ただし，二度目以降の出現ではゴチック文字に
よる表示を行っていない．

システム名 システム名
ユースケース種別 登録ユースケースフレームワーク
ユースケース名 登録対象オブジェクト登録ユース
ケース
アクター オブジェクト登録希望者
目的 登録対象オブジェクトを登録する
事前条件 アクターが登録に必要な情報を得ている
正常終了における事後条件 登録対象オブジェク
トが登録済みとなったという結果をアクターが得て
いる
例外終了における事後条件 登録対象オブジェクト
の登録が中止され，副作用が残っていない
ユースケース起動動作 アクターはシステムに登録
対象オブジェクトの登録希望をサービス要求インタ
フェースを介して通知する
ユースケース全体にかかる代替系列
アクターが登録希望を取りやめたときは，登録対象
オブジェクトの登録を中止し，副作用を残さない
基本系列
システムはアクターに登録対象オブジェクトを登

録するための登録インタフェースを提示する．
代替系列 登録インタフェースが提示されな
い



アクターが入手した登録インタフェースを介して
システムに登録対象オブジェクトの登録に必要な情
報を渡すと，システムは渡されたデータがデータ制
約を満たし，かつ既に同じデータが登録されていな
いことを確認し，登録対象オブジェクトを永続化す
る．
代替系列 データが正当である条件を満たし
ていなかった場合は次のことを行う．

システムはデータが不当である理由を明
らかにする．

システムはアクターにデータの不当個所
と不当理由をデータ不当個所／不当理由通知インタ
フェースを介して通知する．

基本系列 を繰り返す．
代替系列 登録しようとした登録対象オブジェ
クトが既に登録済みとなっている場合は，次のこと
を行う．

システムは，アクターに登録希望された
登録対象オブジェクトが登録済みとなっていること
を重複登録不許可通知インタフェースを介して通知
する．

基本系列 を繰り返す．
システムはアクターに登録対象オブジェクトが新

たに登録されたことを登録対象オブジェクト登録完
了通知インタフェースを介して通知する．
代替系列 通知に失敗した
アクターは，登録対象オブジェクトが登録された

ことを確認する．
代替系列 確認に失敗した

期待される効果

アクターとシステムとの相互作用は，同じユース
ケースフレームワークを具体化して定義したすべて
のユースケースで統一される．異なる相互作用を持
つユースケースは，標準的なユースケースフレーム
ワークを拡張して新しいユースケースフレームワー
クを記述することもできる．ユースケースフレーム
ワークを提供することによって期待される効果を次
にまとめた．

アプリケーションユースケースの構造を統一
できる．
基本系列の定型的な流れをフレームワークに
定義できるため，システムの動作に一貫性を
持たせることが容易となる．
システムとアクターの間で行われる同様の相互
作用において，必要となる利用者インタフェー
スを統一でき，インタフェースのユースケー
スとともに，再利用部品として明示できる．
アプリケーションユースケースで重複する部
分を記述する必要がなくなり，ユースケース
の記述の生産性が向上する．
個々のユースケースの差分は，明示的に示さ
れた多様性項目によって明記され，関係者に
よって重点的にレビューされるべき箇所の可

視性が高まる．

適 用

適用プロセス

ユースケースフレームワークの適用プロセスは，
と のユースケース記述手順

を拡張させることで定義できる．アプリケーション
の開発は，段階的な詳細化によって行われる．そこ
で，この詳細化のプロセスに対応させ，最初に定義
されるユースケースを複合ユースケース，複合ユー
スケースを分割し，最も詳細化された粒度の小さい
ユースケースを基本ユースケースと定義する．現状
では，単機能のユースケースフレームワークを適用
対象としているため，アプリケーションユースケー
スは基本ユースケースの一種となる．
ユースケースフレームワークの適用プロセスは

以下のようになる．
アクターのアクティビティ図 を記述し，各
アクティビティ毎にシステムの開発対象とな
るか否かを識別し，要求を抽出する．
開発対象となるアクティビティについて，自
由な形式でユースケースを記述する．
自由な形式で記述したユースケースを，基本
的なユースケースを組み合わせて複合ユース
ケースの形に再構成する．
複合ユースケースのレビューを行い，要求抽
出／確認を行う．
複合ユースケースを構成する基本ユースケー
スについて，その内容を検討する．もし基本
ユースケースにユースケースフレームワーク
を適用できるならば，ユースケースフレーム
ワークのレビューを行い，フレームワークの
妥当性を確認する．
ユースケースフレームワークを適用できる基
本ユースケースを，アプリケーションユース
ケースとして生成する．
アプリケーションユースケースに固有な情報
をレビューし，要求を確認する．
ユースケースフレームワークを適用できない
基本ユースケースを定義し，レビューする．

相互作用の系列を確認したいと考えるユーザは，
ユースケースフレームワークに定義された相互作用
の系列が妥当か否かをレビューすればよい．また，
記述者は，ユースケースフレームワークを選択し，
差分情報だけを記述することでアプリケーション
ユースケースを記述できる．



表 ユースケースフレームワークの効果

複合ユースケース数
基本ユースケース数
アプリケーションユースケース数
ユースケースフレームワーク数

このように，ユースケースフレームワークを導
入することによって，ユースケースを記述する生産
性の向上とレビューの効率の向上を実現できる．複
合ユースケースに対してフレームワークを定義でき
れば，上記のプロセスから，複合ユースケースを基
本ユースケースへ分割するプロセスを省略できる．

共通例題の適用

情報処理学会ソフトウェア工学研究会の要求工
学ワーキンググループで採用されている共通例題
「プログラム委員長業務 」を例に，ユースケース
フレームワークの効果を検証した．
プログラム委員長業務に定義されたユースケー
ス図を図 に示す． のユースケース図にユー
スケースフレームワークの表記を追加した．二重
楕円がユースケースフレームワークを表す．アプリ
ケーションユースケースは複数のユースケースを利
用することができる．ここでは，データの登録／検
索／更新／一覧表作成／書類作成／書類送付という
種類のユースケースフレームワークを定義し，そ
れを具体化して定義されるアプリケーションユース
ケースとの関係を点線で示した．実線は，利用関係
を表す．
図 からわかるように， の基本ユースケース

のうち，ユースケースフレームワークを適用できた
アプリケーションユースケースは ある．ユース
ケースフレームワークの適用結果を表 に示す．
以下にプログラム委員の登録アプリケーション

ユースケースの例を示す．最初に開発者が定義する
事項を示す．

（開発者が定義する事項）
システム名 プログラム委員長業務
ユースケース種別 登録ユースケースフレームワーク
多様性項目

登録対象オブジェクト プログラム委員
オブジェクト登録希望者 プログラム委員長
登録に必要な情報 プログラム委員名（文字列），
所属（文字列），役職（文字列） ，連絡先（文
字列），専門分野（文字列），関係国（文字列）
はオプション

サービス要求インタフェース 未定
登録インタフェース 未定
代替系列 登録インタフェースが提示さ
れない 考慮しない
データ制約 関係国はすでに登録されている
国名とする．また，重複して同じ人を登録しな

い．データの同一性は，名前と連絡先によって
判断すること
永続化 データベースへ登録する
データ不当個所／不当理由通知インタフェース
未定
重複登録不許可通知インタフェース 未定
登録対象オブジェクト登録完了通知インタフェー
ス 未定
代替系列 通知に失敗した 通知の失敗
は考慮しない
登録対象オブジェクト登録確認インタフェース
未定
代替系列 確認に失敗した 通知の失敗
は考慮しない

次に，レビュー関係者が参照するアプリケーショ
ンユースケースを示す．ゴチック文字で表示された
部分が，フレームワークのキーワードに対して与え
られた多様性項目の情報である．

（レビュー関係者が参照するユースケース）
システム名 プログラム委員長業務
ユースケース種別 登録ユースケースフレームワーク
ユースケース名 プログラム委員登録ユースケース
アクター プログラム委員長
目的 プログラム委員を登録する
事前条件 アクターがプログラム委員名（文字列），
所属（文字列），役職（文字列） ，連絡先（文字
列），専門分野（文字列），関係国（文字列） はオ
プション を得ている
正常終了における事後条件 プログラム委員が登録
済みとなったという結果をアクターが得ている
例外終了における事後条件 プログラム委員の登録
が中止され，副作用が残っていない
ユースケース起動動作 アクターはシステムに登録
対象の登録希望をサービス要求インタフェースを介
して通知する
代替系列 アクターが登録希望を取りやめたときは，
プログラム委員の登録を中止し，副作用を残さない
基本系列
システムはアクターにプログラム委員を登録す

るための登録インタフェースを提示する．
代替系列 登録インタフェースが提示されない
考慮しない
アクターが入手した登録インタフェースを介して

システムにプログラム委員の登録に必要な情報を渡
すと，システムは渡されたデータが関係国はすでに
登録されている国名とする．また，重複して同じ人
を登録しない．データの同一性は，名前と連絡先に
よって判断することを満たし．．以下省略

事例による検証

本ユースケースフレームワークは， 株 情報技
術コンソーシアムが情報処理振興事業協会より先進
的情報処理技術促進に係わる「次世代コンポーネン
トウェア技術に関する研究開発」の発注を受けて実
施した研究開発でも検証の協力を得ることができ
た．この研究では，データ登録，修正，削除，検索
の 種類についてユースケースフレームワークを，
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図 プログラム委員長業務のユースケース図とユースケースフレームワーク

表 ユースケースフレームワークの適用効果

システム名 ユースケース数 適用対象 対象外

システム
システム

ビジネス系アプリケーション開発への適用を検討し
た．その結果，表 のような効果を期待できること
が明らかとなった ．
対象外に分類されたユースケースは複合ユース

ケースである．先に示したユースケースフレーム
ワーク適用プロセスに準拠した開発を行えば，適
用対象はさらに増えるはずである．以上の調査か
ら，ユースケースフレームワークを定義すること
によって，ビジネス系のソフトウェア開発において
は，ユースケース記述の生産性向上を十分期待でき
ると言える．

考 察

は， モデルによってユー
スケースの系列の項目番号の組み合わせによって
シナリオを表した ．このモデルは，ユースケース
からテストケースを生成する指針を提供している．

が主張しているのは，ユースケースを開
発のすべての工程の主導的道具として導入するこ
とである ．我々は，要求を抽出するための道具と
してユースケースを活用するためには，記述自身の
生産性向上が必要であると考える．現状のように
構造化されていないユースケースを記述するには，
多くの時間が必要であり，時間をかけても品質の高
いユースケースを書くことができない．本稿では，
この問題解決の糸口をユースケースフレームワーク
の提供という形で示した．
ユースケースフレームワークというユースケー

スの記述の枠組みによって，特定のユースケースで
は，基本系列でどのような代替系列が発生し得る
かといった熟練者のノウハウを提供することができ
る．実際のアプリケーション開発ですべての代替系
列を考慮すべきでない場合もあるが，考慮すべきか
否かを議論する必要はある．このような議論を経
ることによって，ユーザと開発者は，要求と要求の
背景について相互理解を深めることができると考
える．

は，ユースケースを要求，利用者インタ
フェース，システムのサービスの実現という三つの



カテゴリに分類し，それぞれについてユースケース
の構造を定義した ．要求ユースケースは，他の二
種類のユースケースと利用関係を持つ．さらに，複
数のユースケースから利用されるインタフェースの
統一やデータの共有によるユースケースの一貫性を
保つためには，ユースケースのメタモデルが必要で
ある．メタモデルを提供することによって，ユース
ケース記述の支援と管理が可能となる．我々はメタ
モデルの構築を現在進めているが，その中間成果が
文献 にある．
今後，本稿で示したユースケースフレームワー

クを活用したユースケースの記述が実用されるよう
になると，例えば登録ユースケースフレームワーク
について，様々なバリエーションが提案されるよう
になるだろう．ユースケースフレームワークは，記
述の枠組みを決めるが，要求に制約を与える目的で
使うべきではない．開発者は，ユースケースフレー
ムワークから，ユースケースの記述方法を学び，そ
の枠組みを実際の要求記述に適用できるか否かを
ユーザとともに検討し，新しいユースケースフレー
ムワークを構築することを期待する．
実時間システム向けのユースケースフレームワー

クは，中谷が基本ユースケースとして検討した例
がある ．実時間システム向けのユースケースフ
レームワークは，今後，事例を収集しながら検討を
続ける．

ま と め

本稿では，これまでに提案されたユースケース
の構造を整理し，ユースケースフレームワークを提
案した．ユースケースフレームワークを利用するこ
とによって，ユースケースの生産性向上とレビュー
の効率向上も実現できる．今後は，ユースケースメ
タモデルによる記述支援とユースケースの管理を行
い，ユースケースの品質向上を検討する．
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